
高分子材料技術研修

受 講 案 内
ຘ 　 ᳕ 　 令 和 6 年 9 月 ⛩ 10月

　プラスチック材料をはじめとする高分子材料の利用が急速

に進んでいます。自動車、航空機等の輸送用機械の軽量化に

高分子材料は欠かせません。

　高分子材料とは何か、どんな種類があるのか、どんな性質

があるのか、どんなふうに利用するのか、品質管理は、分析

評価法は？

　本研修は高分子材料の基礎から応用までカバーし、特に高

分子材料を製品に利用・応用するための実践的な知識を、座

学と実習を通して学びます。

主　催　　名古屋市・（公財）名古屋産業振興公社

令和 6年度



《 募 集 要 項 》
ࠩ׍ Ďଲ Ĕ຋ ĉฒ▟ Ąă ຋ ćĔ ฒ　ၓ᭷ᇋ๶ฒ

9 ฼ 30 分⛩ 16 ฼ 30 分（ู 1 ฼᳕נಗ）

講ᙱ・ਲ਼習　ᦚ 54 ฼᳕

ਲ਼習はњループに分けてᤏいます。

名古屋市工業研究所　名古屋市熱ግۃޕጬդՠ目 4－41

ਯࡅ Ąăߺ⒜߹՟͇྇טЀί̓ጐ᭄ͬϣβ˩ćߺϠΚ⒟

Ďăúčăă ⒜ᒍ᭄⒟ێ

所ਯ฼᳕数׎ե܊ଙの受講者には、名古屋市長より、修֕ᦲ書

が֩付されます。

ᄌ付の受講ጐ᭄書、または ŲƊƊƂƈėĀĀƐƐƐþžiƂŨþƁƆþŷƂĀŸƁƌŰƔƁƌĀƂšƊƆaižižŰĀ

ŪƁŨĀŰiŸŭžƈŲƌþŪƁŨ からҊоԣԒーҥしたጐ᭄書Ӊхーム（őƁƆŪ ෪書）に必

要事ᶰを記入のե、ᯃ送・ӉЭックス・電子Ӯールᄌ付のいずれかにより下

記までおጐ᭄ϣください。（数日ᖼᮇしても当฀より連絡がないन合は、お೘

数ですが、ご連絡をお᷏いいたします。）

本研修の目的に合うと認められるն小ט業者からのおጐ᭄ϣは、先Ꮣᶱに

受講ႁਯのご連絡をいたします。※ॽט業からのおጐ᭄ϣについては、ն小

業者からの受付በႠをふま̿、ɵט ထ受講のࠃߩのご連絡をいたします。ま

た、ਯ員にᮍしたときは、締ܑ日をถめることがありますのでご֕೩くださ

い。
※ն小ט業ग本Ⴇにਯめるն小ט業に該当しないט業をॽט業とします。

〒456-0058 名古屋市熱ግۃޕጬդՠ目 4-41 名古屋市工業研究所内

　公益ᩢ団Ⴇ人　名 古 屋 産 業 ല ᜽ 公 社 　 もの Ζくり人 材 育 ಼ ᧤

　　　　　　　　電ᧇ˼ 052 6˾54-1653　FAX˼ 052 6˾61-0158

　　　　　　　　E-mailėŸŭžƈŲƌ☮žiƂŨ◸ƁƆ◸ŷƂ
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受 講 ෲ
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ࠩ׍ Ďଲ ē຋ Ąĉ ฒ⒜ᇋ⒟ĄĐ฼௑Ꮣ

日までにܯᴾ締ܑ஺、受講料の請求書をお送りしますので、開講日ݬ

おല᭄ϣをご֖ਯください。

ˍᖝ入された受講料の೜೑しはいたしません。

ˍ講ᙱ日ᒋ等は९๾することがあります。

ˍ研修նの事ෑについては、一ܑᩩוをᩡいません。

ˍ本研修を受講された受講者の事業主に੥して、ᥴדЛᄾ΂Ͱनߵ、

̉人材開ᎈ支援಼ݑ金 。୉の利用ができますܣ̌

ݬ ᴾ ᗺ ܑ ฒ

受 講 ෲ ί ᖝ ڽ

ͽ ί ׂ

合Гせ先ࡤ୉のᧉᖮやおܣ金಼ݑ

ਸ਼಼ݑઇ　あいΊᴿ用ڃݘᏀ愛知ڃݘ生޿

TEL 052-688-5758

https://www.nipc.or.jp/kougyou/p_training/doc/gikenshu.doc
https://www.nipc.or.jp/kougyou/p_training/doc/gikenshu.doc
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☛◻☈

◦ᇋ◪

ṙ分子材料のイӮーѲの೯൰を目

的に、ṙ分子のྪ造と௳᪍、用᭨、

಼஡฀Ⴇと෍ᝥ฀Ⴇ、Ӯーьーの

物௳表に書かれていることについ

て、ग本事ᶰをᦒ᧡する。

ઍଌ૽྇研ᒰ೓ߠߺ

　ዤी・ຌ機材料研ᒰਸ਼

　　　　　　ત　本　和　ฤ

☈

☛◻��

◦ᇋ◪

ઍଌ૽྇研ᒰ೓ߠߺ

性評価研ᒰਸ਼᷄ذ　

　　　　　　ੳ　ግ　դᯅᮻ

☈

高分子分析に利用する機ࢧ分析೘

法՟ᝏにΑいてྔᦉし、Ꮊ的に応

じてどのϽうな೘法をᮢ೺するか

をᦒ᧡する。

☛◻��

☛◻��

◦ᇋ◪

��◻��

��◻��

◦ᇋ◪

☐

プラスチックのᑈଂᪧ໻熱᯿ᄤਯ

（Īňĩ）、熱᯽᯿ᄤਯ（Tı）につい

てのᦒ᧡とਲ਼習をᤏう。

ઍଌ૽྇研ᒰ೓ߠߺ

　ዤी・ຌ機材料研ᒰਸ਼

　　　　　　Ꮍ　ᙸ　᧐　ᑉ

��◻��

◦ᇋ◪

ຌ機材料とはጰなる金属・ᇱ機材

料分໎についてྔᦉする。

◪ߺᩢۂ◦ ᑊۂઍጆ྇ല᜽ߠ

　　　　　　ॽ　ત　ޚ　Ⴘ

◪ߺᩢۂ◦ ᑊۂઍጆ྇ല᜽ߠ

　　　　　　ॽ　ત　ޚ　Ⴘ

☈

ਲ਼ᴧに᪬こりうる事،をगにいか

に分໎ᦺؘをᤏい、᷈ࡤᦒႁにੲ

くかをデеスьッѰԁԣし、本研

修をᗰഛする。

☈

Իᩇግնঃ研ᒰ೓ڪ

ᡴ　ᖖ　ঀ　׳　　　　　　
☈

高分子材料、プラスチック材料を

いかに利用し、実用೪ᤒにΑな͛

てい͒かを֙،にϽΎてᦒ᧡する。

��◻☁

��◻☘

◦ᇋ◪

ઍଌ૽྇研ᒰ೓ߠߺ

　ዤी・ຌ機材料研ᒰਸ਼

　　　　　　ત　本　和　ฤ

　ጅጆѯスҜӬ研ᒰਸ਼

ͤ͵あ　ؿ　ߺ　　　　　　

☐

ം܊機のᦒ᧡と、಼஡機を使って

プラスチックの಼஡加工のਲ਼習・

ᦒ᧡をᤏう。また♶ ᗶ☹♬を用い

て࿖ᛤや電装部品のᦉ察をᤏう。

☈

高ׄݎ価َ製品製᭱に͚߾たॸᝧ

ጰ材質಼஡、੩܊プԎス಼஡など

の೪ᤒをᦒ᧡する。

Իฒ本製ᱡ೓　ߺ機製׼೓

　　　　　　བྷ　高　Ⴘထᮻ

高分子材料ྔ᧱

◦ᨔᙱ◪

高分子の分析・特性

評価

◦ᨔᙱ◪

ઍଌ૽྇研ᒰ೓ߠߺ

　製品೪ᤒ研ᒰਸ਼

　　　　　　֚　ຯ　ᮌ　֍

☐

ஏ度ᧀḶのᦒ᧡と実習を通し、プ

ラスチックの機械特性に᳛する理

ᦒをᄄめる。

プラスチックのஏ度

ᧀḶ

◦ᨔᙱと実習◪

☐

ガスクԒӥҢњラӉеー、熱分ᦒ

ガスクԒӥҢњラӉеーおよびṙ

分子材料の分子᯿分଍ᄤਯ（ıłĩ）

についてのᦒ᧡とਲ਼習をᤏう。

ઍଌ૽྇研ᒰ೓ߠߺ

　ዤी・ຌ機材料研ᒰਸ਼

　　　　　　ॽ　和　Ꮌ　࿖

яスクԑӤңћラ

ӊдー、分子量分଍

ᄤਯ

◦ᨔᙱと実習◪

ሑ分析

◦ᨔᙱと実習◪

ᰁક・ᇱ機材料分析

ྔ᧱

◦ᨔᙱ◪

分析ѝースス҉Ҡдー

◦ᨔᙱとҠдスカッѯԀԤ◪

☐

ઍଌ૽྇研ᒰ೓ߠߺ

　ዤी・ຌ機材料研ᒰਸ਼

　　　　　　᏿　ࣿ　ߒ　դ

ຌ機化合物、ṙ分子の同ਯおよびྪ

造ᦒ໎への།ᐮ気ۅỜ（ĿļR） の

利用Ⴇについてᦒ᧡とਲ਼習をᤏう。

།ᐮၤۅỜスӚクңԍ

◦ᨔᙱと実習◪

高分子材料の利用೪ᤒ

◦ᨔᙱ◪

プラスチックの಼஡

♪☸ᗶ♸、૽ݎ

◦ᨔᙱと実習◪

ຉ෾のプラスチック

੩಼܊஡೪ᤒ

◦ᨔᙱ◪

ઍଌ૽྇研ᒰ೓ߠߺ

　ዤी・ຌ機材料研ᒰਸ਼

　　　　　　໐　　　ຍ　子

　　　　　　໐　　　ត　࿖

プラスチック材料の分ڰ特性◦᪢

ॵߕࠊ、ᖪॵߩ᥽ߕࠊڰ、᢫ڰ、

ӓжѺ◪の評価法のᦒ᧡と実習を

ᤏう。

☐
分ڰスӚクңԍ

◦ᨔᙱと実習◪



連絡先 ۍઍଌ૽྇研ᒰ೓ߠߺ　����ጬդՠᎺۃޕઍଌሑግߠߺ��������6̙

᧤ᑊ　ϭのΔ͒Ѓִ材ᛍ಼ۂઍጆ྇ല᜽ߠߺ　法ִࣉᎫᩢۂ　
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͟のްܤቍはߠᖣҿԍプをࠅϥےጅᖣを؇用しています。

X線CT観察による樹脂製部品中のボイド (上) 熱分解ガスクロマトグラフ質量分析計 (Py-GC/MS)
(下) Py-GC/MSの測定例 (3種類の黒ゴム)
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令和 6年度 中小企業技術者研修受講申込書【高分子材料技術研修】

令和　　年　　月　　日

（ 業 種 分 類 一 覧 ）

0023

0024

0025

0026

0027

0028

0029

0030

0031

0032

0033

0001

0002

0003

0004

0005

0006

0007

0008

0009

0010

0011

食料品製造業 

飲料・たばこ・飼料製造業

繊維工業

木材・木製品製造業（家具を除く）

家具・装備品製造業

パルプ・紙・紙加工品製造業

印刷・同関連業 

化学工業 

石油製品・石炭製品製造業 

プラスチック製品製造業

ゴム製品製造業

0012

0013

0014

0015

0016

0017

0018

0019

0020

0021

0022

なめし革・同製品・毛皮製造業

窯業・土石製品製造業

鉄鋼業

非鉄金属製造業

金属製品製造業

はん用機械器具製造業

生産用機械器具製造業

業務用機械器具製造業

電子部品・デバイス・電子回路製造業

電気機械器具製造業

情報通信機械器具製造業

輸送用機械器具製造業

その他製造業

農・林・水産業

鉱業

建設業

電気・ガス・熱供給・水道業

情報通信業

運輸業

卸売・小売業 

金融・保険業

不動産業・物品賃貸

学術研究，専門・技術サービス業

宿泊業，飲食サービス業

生活関連サービス業，娯楽業

教育，学習支援業

医療，福祉

複合サービス事業

サービス業（他に分類されないもの）

公務（他に分類されるものを除く）

分類不能の産業

0034

0035

0036

0037

0038

0039

0040

0041

0042

社　名
URL：

代表取締役ないしは
それに準ずる者

役職

〒

氏名 生年月日

年　　月　　日

本　社
所在地

TEL（　　　　）　　　　－ FAX（　　　　）　　　　－

資本金 万円 従業員数 名

主要製品業　種
（下記一覧より記載）

（ふりがな）

〒

TEL FAX

請求書等送付先

所属 役職 氏名
ふりがな

連絡先

連絡責任者

E-mail：
※よろしければ、関連する研修等のご案内をさせていただきますので、ご記入ください。 

〒

TEL FAX

受　講　者

勤務地

所属 役職 氏名
ふりがな

連絡先

担当業務

本研修で
学びたい事

受講の目的や今回特に学びたい事等ご記入ください。

※ご記入いただきました個人情報は、研修生への連絡や名古屋市工業研究所及び当公社の開催する研修の案内など研修の円滑な運営に
　必要な範囲内に限り、使用させていただきます。暴力団の活動に利用されることにより当該暴力団の利益になると認められるときは、
　受講をお断りします。なお、その判断をするに当たっては、暴力団員であるかどうか等について、愛知県警察本部長の意見を聴くこ
　とがあります。
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